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腹膜炎より感染したと思われる嚢腫を経験したので
報告する。
13.低血圧に対するクロールプロマジシの効果に
ついて
大坪雄二(大学院〉
クロールプロマジン (C.P.と略す〉を予め投与
して置くことが，出血時の低血圧に対しどのような
影響を及ぼすかについて実験した。
実験動物は体重 2kg前後の雄の家兎を用い，無
麻酔下に呼吸血圧曲線を措記させ，同時に心電図を
採取した。 t~血方法は左大腿動脈の切聞によった。
(1)家兎に於いて， C. P. 1 mg/kg静注すると， 
初庄の 10-25%の血圧下降が見られるが，心電図に
殆んど斐化がなし、。 (2)C. P.未処置時に於ける 20
cc/kg程度の潟血では，血圧はー時は軽度である
が，突然急速に下降し，全例共潟血後 20-30分で死
亡する。しかるに， C. P.前処置群では，潟血によ
り前者より容易に低血圧となるが，所謂シヨツグ・
レベル以下の高度の血圧下降はなかった。よって，
C. P.の適量は出血性シヨツグを予防出来ると考え
られる。 (3)C. P.末処置時の潟血では， T波の低
下， ST下降が見られるが， C. P.前処置時では殆
んど菱化がなかった。(この研究は本学部薬理学教
室員の指導の下に行った。〉
14.中枢麻酔薬 3・3-diethyl-2・4-dioxo-5-me-
thyl Piperidine(Noludar Roche)の薬
理学的研究
横田俊二(大学院〕
新しし、鎮静催眠薬 Noludarにつき，薬理学的に
種々検討して知見を得た。ウサギの呼吸，血圧に及
ぼす作用は，①静注では， 120 mg/kg以上で深麻
陣に入札呼吸血圧vこは著~がなかった。②総額
動脈注射で、は， 5mg/kgで血圧は一過性に下降， 35 
mg/kgで深麻酔に入った。③ 椎骨動脈注射では，
5mg/l王gで一過性に呼吸は興奮し，血圧は持続的に
下降した。④ 大槽内注射では， 5 rng/kgで呼吸は 
停止したが，人工呼吸で快復した。血圧は約 50mm
Hgの下降をみた。⑤ 第三脳室内注射では 5mg/
kgで呼吸は興奮，血圧は一過性に上昇後下降した。
⑥ ウサギの脳波では皮質誘導に紡錘波及び徐波が
みられた。⑦マウスの脳組織呼吸量の愛化みる
と，皮質では抑制され，延髄では促進された。③心 
臓への作用を Langendor妊法ラ y ト心肺標本及び
心電図にて観察した結果，麻酔量で心不全，心筋障
害はみられなかった。⑨ ラット別出横隔膜神経筋
標本による実験で、は，軽い Cura're様作用をみた。 
告。 肋間筋の筋電図では，麻酔量で放電間隔が延長
した。以上のことから， Noludarは静脈麻酔薬と
して，臨床的応用も可能と考える。(此の研究は本
学部薬理学教室員の指導により行った。〉
15.噴門部ポリポージスの 1治験例
石川佳夫
症例は 53才，女子，高痩，食思不振を主訴として
来院したが， 2カ月前に胸骨後方の痔痛及び通過障
碍があった。内視鏡にて噴門部に腫癌あり，擦過標
木からそれが前癌性なることを確認。開腹術を行し、
噴門部を外部から触診せるに異常無く，胃前壁を切 
関してポリ{プの存在を認め噴門切除術を施行し
た。別出標本では食道移行部に近く 6個の小指頭大
ポリープがあり，組織像は胃固有腺萎縮し嚢胞様~
化を来し異型細胞があり，明らかに前癌性であっ
た。胃ポリ{フ。は近時多数の報告があるが，噴門部 
に発生ぜるものは極めて稀であって，私の知り得た
文献例には発見出来なかった。
本例はレ線上で、は病的所見なし内視鏡及び擦過
標宋により前癌性腫麿を発見したものであって，そ
の診断的価値は極めて大である。 
前，教室に於て経験せる胃ポリ{プ 13例をあげ
主に好発部位，発生機転，悪性化率等につき若干の
文献的考察を加えた。 
16.手術野の細菌汚染経路にワいて
(特にブ Fウ球菌を中心と Lて〉
岩崎洋治仁大学院〉
最近 5カ月間に一次縫合を行った 495例の中 27
例に手術創化膿が起ったため，手術創化膿に大きな
役割を果して居ると考えられるブドウ球菌を指標と 
して，起炎菌の侵入経路について次の如く二方面よ 
り検索を行った。
1J4例の胃切除例について手術材料及び手術野
から材料を採取し，手術中の細菌汚染を調査した所 
消毒後の皮膚 (Grossich氏法)，胃切除断端(特に 
胃恒1])に高率にプドウ球菌を証明し一方空中から侵 
スせる菌の重要性を，病原性と菌量から確認し，叉
その量的安動を来す要因について追究した。
ITJ手術的化膿部より分離したブドウ球菌をフア
{ジ的性状により院内職員及び患者から採取したプ
